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　小麦の 流通 は民間主体に移行 し，実需者の ニ
ーズ に 応

じ た 品質の 高い 小麦 の 生 産が急務 と な っ て い る．小麦 の

容積 重 や タ ン パ ク質含有率 は 製粉性や め ん 品質 に 及ぼ す

影響 が 大 きい （渡辺 　1989，松葉　1999）こ とか ら，民

間流通 に お け る 品質評価 の 重要項 目と なっ て い る，

　容積重 は 品質取引で の プ レ ミァ ム 対象 の 項 目で あ り，

そ の 向上が 求 め られ て い る．しか し，容積重 の 向上 を 目

的と した 試験事例 は 少 な く，播種期 や播種景 ，施肥 法等

の栽培法 と容積重 の関係は明らか で は な い ．一方，九州

産小麦 の タ ン パ ク質含有率 は 値 が 低 め で あ り，そ の 向上

と安定化が 求め られ て い る （氏原　1990 ， 田 谷　1999）．

タ ン パ ク質含有率 は 土 壌 や 施肥 か らの 窒素供給の 影響が

大 きく，穂ば らみ期 か ら穂揃期頃の 窒素追肥 に よ り増加

す る （高 LIIら　2000）．しか し ，
タ ン パ ク質含有率と栽

培法 との 関連 は 明確 で は な く， 出穂期前後 の 窒素追肥 は

一
般 に は実施 されて い ない ．

　そ こ で
， 本研究 で は 主力品種 の チ ク ゴ イズ ミ を用 い て

圃場条件 や 播種期，播種量 ， 施肥量などを変えて 容積重

や タ ン パ ク 質含有率 の 変動要因を検討 し，品質向 E の た

め の 栽培法 を 明 らか に した．

　　　　　　　　 材料お よび方法

　試 験 は 福岡県農 業 総 合 試 験 場 （福 岡県筑紫 野 市 ） の 砂

壌十水出 に お い て ，1995　一　1998年 （播種年）の 4 か 年

実施 した．前作 は水稲 で 排水 は 良好 で あ っ た．供試 品種

は チ ク ゴ イ ズ ミで ，11 月 12 〜 30 日 に 小型 の 播種機を用

い て 1 畦 （140cm ） に 4 条，ドリ ル 播で 播種 し た．

　圃場 は 堆肥 の 施用 や 深耕 に よ っ て 地 力 の 向上 を 図 っ た

高地力圃場 と，堆肥無施 用 で 標準耕 の 低地力 圃 場 の 2 筆

を用 い た．こ の 2 筆 の 圃暘 に お い て 播種期，播種量お よ

び穂肥 （第 2 回追肥）量 の 3 要因を組 み合 わせ て 試験を

実施 し，容積重 や タ ン パ ク 質含有率 に 対す る 各要因の 影

響 を調査 した．播種期 は ll月 12 日の 早 播，11 月 20 日

の 標準播 ， ll月 30 日の 晩播の 3水準を設け た．播種量

は
．
IOa当た り4kg及 び 8kg の 2水準，穂肥 は 1〔〕a 当た り

窒素 1kg お よ び 3kg の 2 水準 と して ， 穂肥 は 2 月 下 旬〜

3月上句 に 施用 した．

　1995 年 は播 種量 につ い て の み検討 した．1996，1997

年は．ヒ記 の 播種期，播種量，穂肥量 に 加えて ，さ らに 穂

肥 の 施用時期 に つ い て 検討 した．施用時期 や 施用量は第

2 表に示 した．19．　98年は 播種期，播種量，穂肥量 に加 え

て ，さ ら に穂揃期追 肥 に つ い て 検討 した．施用時期 や 施

用 量 は 第 3 表 に 示 した．試験 は 1 区 12〜 14   ，各要 因

4 〜 16 反復で 実施した ．

　容積重 は リ ッ トル 重 測定器 を用 い て ，小 麦子実 の 1

リ ッ トル 当た りの 重 さ を 測定 した．タ ン パ ク 質含有率 は

原 麦全粒 を粉砕し，ケ ル ダール 法で 全窒素を測定後，タ

ン パ ク係数 5．70 を乗 じて 算出 した．水分 は 13．5％ 換算 で

示 し た．

　　　　　　　　　 結　　果

1．容積重 と干粒重 の 関係

第 1 図 に千粒重 と容積重 の 関係 を示 した ．デ
ータ は 4
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か年の 全 デ ータ を図示 した．容積重は千粒重 と相関が高

く，1998年を 除 い て有意な 正 の 相関 が 認 め られ た．1997

年は 登熟期 の 天 候 不良で 不作と な り， 全体的に 千粒 重 と

容積重 は 軽 くな っ た．

2．圃場の 地 力 と原麦の タ ン パ ク質含有率の 関係

　第 2 図 に地力 の 異 な る 2 筆の 圃場別原 麦 タ ン パ ク質含

有率を示し た．データ は各年の 全 デ ータ平均値を 図示 し

た．どの年に お い て も， 地力の 高い 圃場で は タ ン パ ク質

含有率が 高 く （各年 とも 5％水準で 有意差有），タ ン パ ク

質含有率に対する圃場の 肥 沃度の 影響が大き い こ とが 明

らか で あっ た．
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第 2 図 　圃 場 の肥 沃 度 と タ ンパ ク質含有率

く，年に よ り傾向が異な っ た．千粒重 は晩播が 重 く，収

量 は早播 が やや劣 り，検査等級 は 標準播が優れ る傾向が

認 め ら れ た ．

4．播種量と容積重 ， タ ンパ ク質含有率との 関係

　播種量 を 10a 当た り8kg か ら 4kg に 減ず る と，有意差

は な い が ，各年と も容積重 は重 くタ ン パ ク 質含有率は 低

くな る傾向が 認め られ た （第 1 表）．T粒 重 は 重 くなり，

収量 と検査等級に は大きな差は認 め られ なか っ た．

5．穂肥 量 と容積重 ， タ ンパ ク質含有率との 関係

　穂肥 窒素施用量 を増や す と，容積重 に 変化 は な か っ た

が タ ン パ ク質含有率は 各年とも増加し た （第1 表）．千

粒重 に は 大差な く収量 は 増肥区が多か っ た が，検査等級

は増肥 区が 劣 る 傾向が 認 め られ た．

6．穂肥施用時期及び穂揃期追肥施用量とタ ンパ ク質含

　有率 ， 容積重 との 関係

　穂肥 の 施用 時期を 遅 くす る と タ ン パ ク 質含有率 は 増加

す る傾 向が 認 め ら れ，出穂前 2 日か ら出穂後 13 日に施肥

する と有意に増加 し た （第 2 表）．容積重 も施用時期が

第 2 表　穂肥施用時期とタ ン パ ク質含有率 ， 容積重 ， 収 量 ，

　　　 検査等級

　 　 　 　 　 19．　96年　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1997年
穂肥　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 穂 肥
　　 タ ン 容積 精麦 検査　　　　　　　　　　　　　　　 タ ン 容積 精麦 検査
時 期　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 時期
　　 バ ク　 重　 重　等繖　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 バ ク　 重 　 重 　 等級

3．播種期 と容積重 ， タ ンパ ク質含有率との関係

　容積重は 1997年は早播 と晩播が，1998年 は標準播 と晩

播が重 くな り，
2 か年

’
ド均で は晩播が 重 くな る傾向が認

め られた （第 1表）．タ ン パ ク 質含有率 は 1996年は標準

播 が やや高 い 傾向で ，1997 年は晩播が 1998年 は早播 が 高

日　　％　　g 　 kg／a

− 42　 9．6a　7gea　41．8a　1．9a
− 27　　9．7a　7gea 　42．1a　2，5b
− 12　 9．7a　793ab　41．8a　2．5b
＋　3　10．4b　797b　40．1a　2．4ab

日　 ％ 　　g 　 kg／a

− 35　9．1a　764a 　35，4a　2．5a
− 18 　9．1a 　774a　35．4a　2，4a
−
　2　9．6b　770a　3／ユb　4．Ob

＋ 13　9．9b 　772a　29．9b　4．3b

注 1）施用時 期 は 出穂 前 後 H数 で 示す．施用量 は 窒素 2kg ／10a．
　2）同

一
英文字間 には5％ 水準 で有 意差 無．

第 1表　播種期 ， 播種量 ， 穂肥量 と容積重 ， タ ン パ ク質含有率，収量 ， 検査等級

1995年 1996年 ユ997年 ユ998年 平均

要因 容積　　タ ン 　　 容積 　　タ ン 　　 容 積 　　タ ン

重 バ ク 　重 バ ク 重 バ ク

容 積 　 タ ン

電　　バ ク

容積　　タ ン　　千糀　　精麦　　検査

重 　　バ ク　　 重 　　　重 　　等 緻

播 　　11！12

種　　 11／20
期　　11／30

一
播 　　8kg

璽　
4kg

9 ％ 9　 　 ％

−
　　　 10．2

　 　 　 10．4
　 　 　 9．5
　 　 　 ns

9　 　　％

764　 　 8，8
752　　 9，7
765　　 10，3

さ　　 ＊ ＊

9　　 ％

7S6　　 9．5
800　　 9．0
801　　 8．9
＊　　　　ns

9 　　 ％　　　g　　 kg〆a

775　　　　9，5　　　　36．9　　　47．2　　　　3．5
776 　　　 9．7　　　 36．5　　　48，5　　　 2．6
783　　　　9，6　　　　37．7　　　イL8，7　　　　3．6

783　 　 8．3
784 　　 8，2
1〕S　　　　 ns

1〔1．29
，8ns

756　　　 9．8
760　　 9．5
ns 　　　　 ns

794　 　 9．3
799　　 9．O
ns 　　　　 ns

778　　　　9，4　　　　37，0　　　49．4　　　　3．0
781　　　 9．1　　　 38．2　　　48、9　　　 2．5

穂　　N ；3kg

轡　 N ：1kg
里

’

794　　 10．1
791　　 9．5
ns 　 　　 ＊

758 　 　　 9．9
7i8　　　 9．3
1〕s　　　　＊

797 　　 9．4
797　　 8．8
ns 　　　 ＊

783　　　　9．8　　　　37．2　　　48，4　　　　2．7
782　　　 9．2　　　 37．6　　　47ユ　　　　2．0

注 ユ）播種量 は 10a 当た り．苗立 数 は 8kg 区 が   当 た i，約 180，ic／nf，4kg 区 が 約 90本 ，fnf．
　2） 検 査 等級 は 1 （1等上 ）〜6 （2等 ド）で 示 す．
　3） ＊ ＊ はユ％水 準 ，

＊ は5％水準で 有意 差 有．ns は 有意差無．
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遅 い ほ ど増加する 傾向が み られた．収量 は 1996 年 は 差 は

み ら れ なか っ た が，1997 年は施用時期が遅い ほど減収す

る傾 向が み られ た．検査 等級 は施用時期が遅 い ほ ど低 下

す る 傾向が 認 め られ た．

　出穂前41 日の 穂肥 に加 えて 出穂後 2日の 穂揃期 に さら

に窒素 2kg追 肥 す る と，タ ン パ ク質含有率が増加 し容積

重 も増加する傾 向が 認 め られ た （第3 表）．収量 は 増加

し検査等級 に差は み られ なかっ た．

第 3 表　穂肥 お よ び穂揃期追肥 量 と タ ンパ ク質 含 有率，
　　　 容積重，収量 検査等級

黼

量

1998年
タ ン

パ ク 響 警
査

級

検

等

NkgAOa 　　　 ％

2 ＋ 0　　 　 9．1a
O　十 2　　　　　9．4ab
2 ＋ 1　　　 9．1a
2 ＋ 2　　　 9．8b

9806a818a802a818akg／a61

．5a61
．3a67
．Ob65
，7b

2．3a2
．Oal
．5a2
．2a

注）施用時期 は 出穂前410 ＋ 出穂 後2 日の 2回．

　　　　　　　　　　考　　察

　容積重 は小麦予実 の 充実度 の 指標 で あり，容積重 の 重

い 原麦は 製粉性 が良 い （渡辺 　1989，柴 田　1990）．容

積重が 重 く充実 の 良い 小麦を生 産す る た め に は，登熟 が

良好で 干粒重が 重 くな る栽培条件を 明 らか にす る 必要 が

あ る．小麦 の タ ン パ ク質含有率 も製粉性やめ ん 品質に対

す る影響が大き く（渡辺　1989，松葉　1999），施肥 を 中

心 と した タ ン パ ク質制御技術を確立 す る 必 要が あ る ．

　本試験 で は，容積重 は播種期が遅 く播種量が少ない ほ

ど 増加す る 傾向が み られ た （第 1 表）．こ の こ と か ら，

従来の 栽培法 （田 中 ら　1996）よ りもや や 播種期 を遅 ら

せ 播種量 を減ず る こ とで ，．r卜粒重 が 重 くな り容積重 の 向

上 を図る こ とが 叮能と考え られ る．播種量 を減 らす と タ

ン パ ク質含有率が低下 する傾向が 認 め ら れ た が ，タ ン パ

ク質含有率は穂肥 の 増肥 に よ り増加 した （第 1 表） こ と

か ら， 穂肥を中心 と した 追肥 重点 の 施肥 を行うこ と に よ

り増加 で きる と思 わ れ る．

　積極 的に タ ン パ ク 質含有率 を 増加 させ る 目的 で
， 穂 ば

らみ 期 か ら穂 揃 期 の 窒 素 追 肥 が 検討 さ れ て い る （江 冂 ら

　1969， 谷口 ら　1999，高山　2000）が，本試験 で も出

穂前 2 日〜出 穂後13 日頃 に 窒素 2kg ／10a の 追肥を行 うこ

と に よ り タ ン パ ク 質含 有 率 が 増加 し容積重 も向上 した ．

しか し ， 年次 に よ っ て は収量 や検査等級が低下 した （第

2表）．さらに，タ ン パ ク の 増加に よ り小麦粉 の 粉の 色 が

劣 る と の 報 告 （江 口 ら　1969，谷 口 ら　1999，高山

2000）が 多 い こ とか ら，穂 ば ら み 期か ら穂揃期 の 窒素追

肥 を
一一reに 実施す る こ とは困難と思 わ れ る ．今後，窒素

追肥が 有効 な 条件 に つ い て 土 壌条件や 品種，栽培面か ら

検討する 必要 が ある．

　　　　　　　　　　摘　　要

　小麦品質評価の 重要項目である容積重 と タ ン パ ク質含

有率 につ い て 「チ ク ゴ イ ズ ミ」を用い て 検討 し，変動要

因 と向上 対策 に つ い て 以 下 の 点 を 明 ら か に し た．

1 ，容積重 は千粒重 と相関が 強 く，千粒重 が 重 い 場合 は

　容積重 も重 くなっ た．

2 ．タ ンパ ク質含有率 は 圃 場条 件 の 影響が 大 き く，肥 沃

　度 の 高 い 圃場 で は含有率が 高か っ た．

3 ．容積重は播種期 をや や 遅 らせ て 播種量 を減 らす と増

　加 した ．タ ン パ ク 質含有率 は穂 肥 窒素施用 量 を増 や す

　 と増加 した．

4 ．出穂 前 2 日か ら出穂後 13 日 に 窒素追肥 を行うと タ

　ン パ ク質含有率 と容積重 が 増加 した が ，年次 に よ っ て

　は収量 ， 品質の 低
．
ドが み られ た．
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